
(人）

No. 項　　　　　目 A B C D 合計 A B C D 合計

1
子どもたちは、学習に意欲的に取組んでい
る。(さとく)

70 137 25 8 240 29.2 57.1 10.4 3.3 100.0

2
子どもたちには、仲間や家族、周囲の人への
思いやりの心が育っている。(うつくしく)

90 140 10 0 240 37.5 58.3 4.2 0.0 100.0

3
子どもたちは、健康な心と体をもち、中学生
らしく元気に生活している。(たくましく)

119 106 14 1 240 49.6 44.2 5.8 0.4 100.0

4
学校は、基礎的・基本的な学力が身につくよ
う指導している。 74 145 20 1 240 30.8 60.4 8.3 0.4 100.0

5
学校は、生徒会活動や学校行事を通して、自
主・自立の精神と誇れる校風づくりを進めて
いる。

75 151 13 1 240 31.3 62.9 5.4 0.4 100.0

6
学校は、命の大切さや生き方・あり方を学ぶ
体験的活動を設けている。 76 138 24 2 240 31.7 57.5 10.0 0.8 100.0

7
学校は、いじめの撲滅をめざし、その早期発
見と対応に努めている。 73 138 26 3 240 30.4 57.5 10.8 1.3 100.0

8
学校は、保護者や地域住民に対し、学校だよ
りや授業参観等で教育の方針や生徒の学習の
様子を伝えようとしている。

91 129 18 2 240 37.9 53.8 7.5 0.8 100.0

＜結果と改善の方針＞

○

◆

保護者の皆様及び生徒の皆さんからご協力をいただいた「学校評価アンケート」の結果がまとまりましたの
でご報告いたします。この結果を、今後の学校経営に生かしていきたいと考えています。また、保護者の皆
様いただいたご意見についても、今後の学校経営の参考にさせていただきます。ご協力ありがとうございま
した。

Ⅰ 学校教育目標の実現・学校経営について（保護者）

全ての項目でA評価とB評価の合計が８割以上の回答をいただきました。特に、「仲間や周囲の人への思
いやりの心が育っている」の項目の数値が高く、日々の学校生活の中の生徒の様子からも感じることが
あり、大変喜ばしい事です。また、「健康な体と心を持ち、中学生らしく元気に生活」の項目の数値も
高く、生活の基盤となる心身の健康が保たれていることは保護者の皆様のおかげでもあります。

他の項目と比較し、「意欲的な学習への取り組み」「いじめの早期発見・撲滅」「命の大切さ・在り方
生き方教育」に課題があります。今後より一層、学習習慣の確立や将来への目的意識の向上や学ぶ楽し
さにつながるような学習指導、いじめの早期発見・適切な対応に努めてまいります。

学校評価アンケート結果

　１　方法　　アンケートよる評価（尺度法）

　２　実施の詳細

　（１）保護者アンケート　１２月末実施　　回答数 240人（回答率 77.4％）

　（２）生徒アンケート  　１２月末実施　　回答数 275人（回答率 88.7％）

　　　　＊評価基準　Ａ：よくあてはまる・じゅうぶん達成できた　　　　　Ｂ：おおよそあてはまる・概ね達成できた
　　　　　　　　　　Ｃ：あまりあてはまらない・あまり達成されていない　Ｄ：あてはまらない・達成不十分である
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(人）

No. 項　　　　　目 A B C D 合計 A B C D 合計

1 毎朝、食事をしっかりとっている。 191 29 13 7 240 79.6 12.1 5.4 2.9 100.0

2
起床・就寝時刻が一定し、生活リズムが
整っている。 85 88 53 14 240 35.4 36.7 22.1 5.8 100.0

3
授業や家庭学習に対して前向きに取組
み、学力を身につけている。 72 111 42 15 240 30.0 46.3 17.5 6.3 100.0

4
家族の一員としての役割を、しっかり果
たしている。 88 109 39 4 240 36.7 45.4 16.3 1.7 100.0

5
学校での出来事や友だちのことなどを家
族に話す。 104 97 31 8 240 43.3 40.4 12.9 3.3 100.0

6
学校生活のルールを守り、規律正しく生
活している。 131 91 15 3 240 54.6 37.9 6.3 1.3 100.0

7
交通ルールを守り、安全に気をつけて登
下校している。 158 74 6 2 240 65.8 30.8 2.5 0.8 100.0

8
地域の皆さんへの挨拶がしっかりでき
る。 114 93 29 4 240 47.5 38.8 12.1 1.7 100.0

(人）

No. 項　　　　　目 A B C D 合計 A B C D 合計

1 毎朝、食事をしっかりとっている。 183 68 21 3 275 66.5 24.7 7.6 1.1 100.0

2
起床・就寝時刻が一定し、生活リズムが
整っている。 71 117 75 12 275 25.8 42.5 27.3 4.4 100.0

3
授業や家庭学習に対して前向きに取組
み、学力を身につけている。 65 157 50 3 275 23.6 57.1 18.2 1.1 100.0

4
家族の一員としての役割を、しっかり果
たしている。 104 141 30 0 275 37.8 51.3 10.9 0.0 100.0

5
学校での出来事や友だちのことなどを家
族に話す。 142 93 32 8 275 51.6 33.8 11.6 2.9 100.0

6
学校生活のルールを守り、規律正しく生
活している。 163 106 5 1 275 59.3 38.5 1.8 0.4 100.0

7
交通ルールを守り、安全に気をつけて登
下校している。 217 58 0 0 275 78.9 21.1 0.0 0.0 100.0

8
地域の皆さんへの挨拶がしっかりでき
る。 163 94 16 2 275 59.3 34.2 5.8 0.7 100.0

＜結果と改善の方針＞

○

◆

今年度も、保護者・生徒とも、学校生活や交通安全において「ルールを遵守する」という点を高く評価
しています。安全で安心な社会をつくる上でも、ルールを守るという意識が高いというのは大切なこと
であり、これからも継続して指導してまいります。

「規則正しい生活リズム」「前向きな学習への取り組み」に課題が多いという結果です。メンタルの健
康には生活リズム（特に毎日一定の時刻に起床する）が大切だといわれています。生徒の学校での様子
や変化を見取りご家庭と連携をとると共に、生徒自身が客観的に自己をみつめ、よりよい人生の作り手
になるような指導を行ってまいります。

Ⅱ 生徒の生活状況について（保護者・生徒）

　１　保護者アンケート結果

　２　生徒アンケート結果
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